
区分 テーマ 地域課題の概要

⑦地域におけるにぎ
わいの創出

高齢者の健康づくり・生きがいづくり

・急速な高齢化が進む中、地域では高齢者本人の健康
づくりや生きがいづくり、地域の人とのつながりがで
きる場が求められている。
・既存の高齢者が地域で集う活動においては、利用者
の固定化や減少、世話役の後継者育成などが課題と
なっている。

市町名 市町の地域課題・取組 大学等に期待する取組

東広島市
本市においては、高齢者が集う場については中心部と
周辺部で課題が異なり、地域の実情に応じて検討を進
めている。

若い世代とともに取り組む地域包括ケアについて、御
教授いただきたい。

江田島市
住民主体の通いの場をはじめ、自治会、老人クラブ、
女性会等、地域を担う団体（グループ）の後継者不足
は深刻な課題となっている。

担い手不足は、高齢者に限らず、ＰＴＡや自治会等の
若い世代にもあると感じております。「高齢者の課
題」として考えるのではなく、全世代の課題として捉
えていただきたい。

熊野町
住民主体（ボランティア）の体操教室など通える場所
へのニーズは高まっているが、それを支えるボラン
ティアの育成が追いついていない。

住民自身の健康づくり等の自助の意識を高めるととも
に、主体的な活動（ボランティア等）につなげるため
の取組について検討していただきたい。

坂町

本町においても、誰もが住み慣れた地域で生活を継続
できるように、高齢者本人の健康づくりや生きがいづ
くり、地域の人とのつながりを作る場が求められてい
る。

これまでも、介護予防に特化した支援事業の普及に努
めてきたが、より効果的な取組にするために事業内容
の拡充や新規事業の実証等について検討していただき
たい。

世羅町

新型コロナウイルス感染症の影響で休止となっていた
小地域でのサロン活動について、参加者の体力低下等
により再開できていないサロンがある。また、サロン
運営などに携わる世話人の高齢化により、サロン活動
の継続が困難となっている地域がある。

高齢化により、様々な取組が今までどおり実施するこ
とができなくなっているため、今後の取組のあり方と
新しい取組の手法について提案していただきたい。

柳井市

急速な高齢化が進む中、地域では高齢者本人の健康づ
くりや生きがいづくり、地域の人とのつながりができ
る場が求められている。また、高齢者が集う場の世話
役の後継者育成が課題となっている。

学生による高齢者支援や生活支援に取り組んでいただ
きたい。
高齢者が集う場の世話役や担い手を創出するために必
要な取組を検討していただきたい。

周防大島町

急速な高齢化が進む中、地域では高齢者本人の健康づ
くりや生きがいづくり、地域の人とのつながりができ
る場が求められている。また、高齢者が集う場の世話
役の後継者育成が課題となっている。

認知症カフェなどの取組も行っているが、高齢化率は
上昇し続けている事から、サロンの担い手確保や、よ
り効果的な取り組みについて検討していただきたい。

和木町
サロンや運動教室の参加者で認知症が増加している。
また、男性の参加者が少ない。

各教室で取り入れられる認知症予防に効果的な取組に
ついて評価方法も合わせ検討していただきたい。ま
た、男性が参加したくなる内容についても検討してい
ただきたい。

上関町

高齢者の生きがいづくりの場として、「のじぎく学
級」などの高齢者教室における各種プログラム、サロ
ン等、地域の通いの場を活用し、認知症予防や健康づ
くりの関する活動を行っているが、利用者は徐々に減
少している。

他市町の事例も踏まえたより効果的な取組を検討して
いただきたい。

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学等に期待する取組＞



市町名 市町の地域課題・取組 大学等に期待する取組

田布施町

高齢者が集まる場は、公民館での生涯学習講座やカ
フェ（サロン的なもの）など複数あるが、参加者が固
定化が見られる。また、参加者をサポートするスタッ
フを町職員・社会福祉協議会の職員が中心となって
行っている会場や、サポートする人材の高齢化してい
る等の課題もある。

①　新しい参加者の獲得に向けた取組
②　地域によって取組が異なるため、在住している
　高齢者の参加率向上のための取組
③　参加者をサポートする人材の掘り起こし
等を検討していただきたい。

平生町
おでかけ支援事業や元気アップ体操、百歳体操などの
世話役がいなくなり、参加者が減少傾向にある。

高齢者が集まりやすい企画や行ってみたいと思っても
らえる企画を提案していただきたい。

浜田市 高齢者クラブやサロン活動の担い手が不足している。

高齢者の生きがい、介護予防に繋がる集いの場の運営
方法や、人材確保、参加者の主体的な取組、多世代と
の交流など地域の実情に応じた効果的な取組により、
集いの場が継続できるような支援の方策について検討
していただきたい。

川本町
高齢化が進み、福祉施設の需要が増える中、介護士等
の人材が不足しているため、需要に供給が間に合って
いない。

介護士等の福祉士施設を運営する後継者への周知・就
職促進のアイデアを現場の状況を踏まえ、提案してい
ただきたい。

邑南町

後継者の育成も課題であるが、まず担い手の人材不足
が原因で地域の必要なところに集う場が立ち上がって
いないことが課題である。地域に元気な高齢者はいる
が、現役で就業している高齢者が多いことも担い手不
足の要因である。

本町のような過疎地域でも先進的に健康づくりやつど
いの場づくりに取り組んでいる事例を研究・共有し、
効果的な取組を提案していただきたい。


